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２．事業の概要と成果 

（１）上位目標の達成度 事業地の障害児 160 人に車椅子を供与し、彼らは自由に移動できる

ことによって、治療を受けやすく、日常生活が改善されて、将来自

立するために素地を育成助長する事が出来た。 

 

（２）事業内容 

 

申請書の事業内容に従って実施し、2013 年 9 月 26 日にプノンペンの

社会福祉省講堂で社会福祉省副大臣、全国のリハビリテーションセ

ンター代表者、障害者支援施設代表、日本大使館一等書記官など 120

名が出席して引き渡し式を行った。 

当日の様子はテレビ 2局で放映、現地新聞 4紙が大きく報道された。 

さらに現地での要望でカンポンチャム州のリハビリセンターで 36名

の障害児と保護者を招いて贈呈式を行った。 

 

引き渡し式後に関係者 60名を対象にした車椅子の保守と修理につい

てワークショップを開きマニュアルをクメール語のマニュアルを配

布し指導訓練した。供与先のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝや障害児の家庭を訪問し、

障害児の生活と治療の実態を把握し、車椅子の維持管理の方法につ

いて確認した。 

 

供与配布先は次の通り。 

１．リハビリテーションセンター        140 台 

内訳： 

① Battabmbang Physical Rehabilitation Center   15 

② Kampong Speu Physical Rehabilitation Center  12 

③ Phnom Penh Physical Rehabilitation Center     8 

④ Preah Sianouk Physical Rehabilitation Center  6 

⑤ Kampong Chhnang Physical Rehabilitation Center 10 
⑥ Prey Veng Physical Rehabilitation Center       15 
⑦ Takeo Physical Rehabilitation Center           11 
⑧ Siem Riep Physical Rehabilitation Center       25 
⑨ Kampong Cham Physical Rehabilitation Center    38 
 

２．障害児支援施設センター            20 台 

   内訳： 

  ① Epic Art(Kampot)                 2   

  ② Community Base(Kampot)                       3  

    ③ New Humanity (Kandal)            3 

  ④ National Borey Infant & Child        3 

  ⑤ Lavalla School（Kandal）           4 

    ⑥  PSE(Phnom Pehn)                              2 

    ⑦ Domnok Toek (Kandal)                       3  
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（３）達成された効果 

   

 

障害児 160 名が車椅子を入手することで、自由に動け、外気や紫外

線にふれて肉体的精神的な健康維持が出来、更に座位を保たれて骨

や筋肉の発達を助けることが出来る。 

彼らの家族や施設の職員は背負ったり、抱かずに治療のために容易

に病院やリハビリセンターでケアを受けることが出来る。家族や職

員の裨益者数は 160X3=480 人になる。 

また子どもの成長によって小さくなったら他の適合する障害児に 

リユースできる。 

 

（４）持続発展性 車椅子を供与したﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰと提携団体である JICA同窓会とは

覚書を交わして維持管理を確実に行うことを確認した。 

１年後にはモニターリングとプロジェクトの評価を行う。 

 

さらに保守修理のためのマニュアル(クメール語)を作成して関係者

に配布し、ワークショップを行って維持管理の徹底を図った。 

 

破損故障した時には修理に必要な部品を社会福祉省経由で無償で 

支給する仕組みを作った。 

 


